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開催にあたって

新宮市教育委員会・（公財）和歌山県文化財センターでは、新宮市文化

複合施設建設に伴い平成２７年度から新宮城下町遺跡の発掘調査を実施

しています。新宮城下町遺跡は熊野川沿いに立地し、国指定史跡の新宮

城跡の西側に展開しています。これまでの調査では、時期の異なる３つ

の遺構面を確認しています。第１遺構面では江戸時代の上級家臣の屋敷

地や道路などが、第２遺構面では中世（平安時代末頃から室町時代）の

掘立柱建物群や倉庫群・工房跡・道路・石垣などが、第３遺構面では縄

文時代の土坑などが発見され、各時代の遺物も多く出土しました。

このうち第２遺構面で検出した遺構の内容や当遺跡の立地から、中世

の遺構は川湊に関連するものであると想定でき、これらは鎌倉時代の文

献史料に登場する「新宮津」の一部であった可能性もあります。調査で

出土した遺物には東海地方や瀬戸内地方の土器類の他に多くの輸入陶磁

器があり、東西日本の海上交通の中継地かつ物流拠点であったことを示

唆しています。また、調査地点は、熊野速玉大社と阿須賀王子社を結ぶ

熊野参詣道沿いの陸路の要衝に位置しています。以上のことから新宮城

下町遺跡は中世熊野の歴史を紐解く上でも大変重要な遺跡であると考え

られます。

今回のシンポジウムでは、新宮城下町遺跡の発掘調査成果を報告する

とともに、遺跡の性格や重要性を文献史学及び考古学の視点から迫って

いきます。

 

　平成３０年１月７日

公益財団法人  和歌山県文化財センター　　

理事長　櫻　井　敏　雄　　





　≪公開シンポジウム≫

「中世熊野の港湾遺跡　新宮津を考える」

【開催日程】

12：50 開会挨拶　南　正人：（公財）和歌山県文化財センター

発　　表

13：00 ～ 13：15 基調報告「新宮城下町遺跡をとりまく環境」
 　小林　高太：新宮市教育委員会

13：15 ～ 13：45 基調報告「新宮城下町遺跡の発掘調査成果」
 　川崎　雅史：（公財）和歌山県文化財センター

13：45 ～ 14：15 基調報告「中世熊野川河口の物流環境」
 　山本　殖生：熊野三山協議会

14：15 ～ 14：25 休憩

14：25 ～ 15：35 講演「新宮城下町遺跡にみる中世都市の諸相」
 　鋤柄　俊夫：同志社大学文化情報学部教授

15：35 ～ 15：45 休憩・討論準備

討　　論
15：45 ～ 16：30 各発表者　
 コーディネーター　村田　弘：（公財）和歌山県文化財センター

16：30 閉会

開催日時：平成 30 年１月７日（日）12：50 ～ 16：30
会　　場：新宮商工会議所　大ホール　新宮市井の沢３番８号
主　　催：公益財団法人和歌山県文化財センター
後　　援
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新宮城下町遺跡をとりまく環境

小林高太　新宮市教育委員会
　

１．はじめに－発掘調査の経緯－
新宮市では文化複合施設の建設計画を進めている。建設予定地は、旧丹鶴小学校及び旧丹
鶴幼稚園、旧新宮市民会館の敷地内である。
計画地は新宮城大手に面する場所であり、江戸時代に描かれた絵図では、「侍屋敷」と記
されている。平成 26 年度に丹鶴小学校敷地内において行われた工事に際し、中近世期の土
器や陶磁器等の遺物が出土した。このことから、江戸時代の城下町遺跡が破壊を受けずに残
存する可能性が高くなり、また、それ以前の時代の遺跡の存在も窺わせた。
これらのことから計画地内の遺跡の存在を確認することを目的として、平成 27 年度に試
掘調査を実施した結果、江戸時代の城下町に伴う石垣や中世期の土坑等の遺構が確認された
ことから、計画地周辺が埋蔵文化財包蔵地「新宮城下町遺跡」として新規認定された。その
後、第１次発掘調査をはじめとして、複数回にわたり発掘調査（本調査、確認調査）を実施
しており、縄文時代から江戸時代にかけての複数の年代の遺跡が確認されている。
ここでは、新宮城下町遺跡周辺の地理的、歴史的環境について見ていきたい。

２．地理的環境
新宮城下町遺跡は、熊野川の河口部右岸に位置する。熊野川は大峯山系に源を発し、奈良
県、三重県、和歌山県の三県をめぐって太平洋（熊野灘）に流れ出る。河口付近に大きな沖
積平野を形成せず、山間部を抜けてすぐに海に注ぐ。河口付近のわずかな平地に新宮市街地

第１図　新宮城下町遺跡周辺の遺跡分布図
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が形成されている。遺跡は熊野川が形成した自然堤防上に立地しており、付近の標高は約９
ｍを測る。河口から約 1.2km 遡った位置にあたる。
遺跡のすぐ東側には、江戸時代に新宮城が築かれた丹鶴山があり、かつては丹鶴山の南に

は日和山、臥龍山という低丘陵が横たわり、市街地を東西に分けていた。市街地西方には千
穂ヶ峰を主峰とする権現山がそびえており、その北東裾に熊野速玉大社、南東端に神倉神社
が鎮座している。
また、熊野川河口から南西方向へ王子ヶ浜にわたって浜堤が発達し、現在の市街地の大部

分は沼沢地であったものとみられ、市街地中心の浮島の森はその名残といえる。

３．歴史的環境
新宮城下町遺跡の発掘調査では、大別すると３つの遺構面が確認されている。第１遺構面は

江戸時代、第２遺構面は古墳時代と鎌倉時代～室町時代、第３遺構面は縄文時代中期である。
これまでに新宮市内で行われた発掘調査はわずか

であり、詳細が明らかになっている遺跡は少ないが、
以下では、各時代ごとに周辺の遺跡等を紹介し、歴
史的環境を見ていく。
（１）原始（縄文時代、弥生時代、古墳時代）
縄文時代から古墳時代にかけての遺跡の多くは、

熊野川右岸に沿う微高地（自然堤防）上に立地して
いる。
縄文時代の遺跡としては速玉大社境内遺跡から昭

和 33 年の神宝館の建設工事に際して、縄文時代中
期の土器が出土している。以後境内各所で行われた
工事、植林に際して、縄文時代中期から晩期にいた
る時期の土器や打製石斧、石鏃等が出土している。
中期後半の土器のなかには、東日本に分布の中心を
もつものが含まれている。また、権現山北西端に位
置する速玉大社御旅所遺跡において、昭和 35 年に
縄文土器の小片が採取されている。速玉大社の両遺
跡では、いずれも縄文土器や石器等の遺物が確認さ
れたのみで、遺構は確認されていない。
弥生時代・古墳時代の遺跡としては、阿須賀神社

遺跡が挙げられる。昭和 28 年以降、５次にわたり
発掘調査が行われ、竪穴建物や掘立柱建物、弥生時
代後期から古墳時代にかけての土器や石器が確認さ
れている。祭祀に関係する遺物（ミニチュア土器、
滑石製臼玉等）が出土しており、蓬莱山信仰の起源
を窺うことができる。また、宮井戸や日和山周辺で
も弥生土器が採集されている。 第２図　阿須賀神社遺跡竪穴建物平面図

写真１　速玉大社境内遺跡出土縄文土器
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昭和 31 年には、神倉神社境内のゴトビキ岩の陰から銅鐸（近畿式６区袈裟襷文）の破片
が出土している。製作時期は、弥生時代後期と推定される。
（２）中世（鎌倉時代～室町時代）
　平安時代後期から鎌倉時代にかけて、熊野三山への参詣（熊野詣）は上皇・貴族により隆
盛を極める。それに伴い、市内には熊野信仰に関係する遺跡が数多く残されている。
権現山では多くの経塚が確認されている。如法堂経塚からは、平安末期の陶製外容器のほ

か、金銅製経筒、室町時代の礫石経などが出土している。庵主池経塚からは平安時代末期か
ら鎌倉時代にかけての金銅製懸仏、南北朝期の銅製納札、室町時代の土製地蔵菩薩像などが
出土している。
阿須賀神社背後の蓬莱山には 200 点以上にのぼる平安時代末期から室町時代にかけての御

正体が発見されている。本尊は、熊野十二所権現の本地仏が表現されており、その半数近く
は阿須賀神社の本地仏大威徳明王である。このような遺跡からも、熊野に対する篤い信仰の
様子が窺える。
新宮城下町遺跡のある丹鶴山一帯は、熊野三山の一つである熊野速玉大社から阿須賀神社

（阿須賀王子跡）への参詣道沿いに位置し、古くからの要衝の地にあたる。近世の編纂書で
ある「熊野年代記」によれば、付近には、平安時代頃には熊野別当が別邸を築き、平安時代
末頃には別当屋敷が移されたともある。その頃に、丹鶴山（丹鶴城）の名称の由来にもなっ
ている「丹鶴姫（鳥居禅尼）」が東仙寺を建てたとの記録も残り、同じ頃に丹鶴山南麓には
香林寺（宗応寺）があったとされている。また、丹鶴山周辺からは、工事に伴い、瀬戸や常
滑といった東海地方の陶器類が多数出土しており、中世墓地に伴う遺物と考えられている。
場所を移した現在の東仙寺や香林寺に伝わる五輪塔や宝篋印塔などの供養塔も、これらの墓
地に係るものと思われる。
鎌倉時代を過ぎると、熊野別当の勢力が衰退するが、熊野三山の上位の役僧である宮崎氏

が東仙寺を修理し、新宮城の二ノ丸である現在の正明保育園付近を居館としたとある。戦国

写真２　神倉山銅鐸 写真３　阿須賀神社御正体
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時代になると堀内氏が台頭し、戦国時代末には丹鶴山に城を築き、麓に城下町形成を行った
との説も伝わる。
また、市街地には新宮十郎行家屋敷跡（熊野地付近）や新宮周防守屋敷跡（本廣寺付近）、

堀内氏屋敷跡（全龍寺付近）等といった中世期に新宮を中心に活躍した有力者達の屋敷跡の
推定地が遺跡とされており、中世期の新宮の町並みを考える手掛かりとなっている。
（３）近世（江戸時代）
江戸時代には、新宮城が築かれ、周辺が城下町として整備された。江戸時代に描かれた絵

図が残されており、当時の新宮城や城下町の様子を知ることができ、城下町は、江戸時代の
初期には、幕末に近い町割りとなっていたことを窺うことができる。
新宮城については、関ヶ原の戦いの後、紀州藩主となった浅野幸長の重臣である浅野忠吉

が慶長６年（1601）に新宮城の築城を開始した。元和元年（1615）に一国一城令により廃城
となるが、元和４年（1618）に再び築城が認められる。しかし、元和５年（1619）に幸長が
広島に転封になるのに伴い、忠吉は備後三原城へ移る。紀州藩主には徳川頼宣がなり、新宮
城には付家老である水野重仲が入り築城を
続け、寛永 10 年（1633）頃に完成したと
される。
丹鶴山上部に天守台、本丸、出丸、鐘ノ

丸、松ノ丸を配置しており、天守台からは
太平洋を一望できる。城下町遺跡に面した
西側山麓には、二ノ丸（上屋敷）と大手門が、
熊野川沿いの北側山麓に水ノ手郭が築かれ
ている。水ノ手郭においては、発掘調査に
より炭納屋跡（礎石建物）が 19 棟確認され
ている。
城東側の池田には材木問屋、炭問屋が置

かれ、熊野川流域から木材、木炭が集積さ
れた。これらは、廻船業者により江戸や大
坂に運ばれ、売買されていた。また、全国
から米や塩、衣類といった日用品等も廻船
により新宮へ運ばれ、さらに熊野川上流・
中流に舟運で送られていたと推測される。
丹鶴山周辺を中心とした熊野川河口部は、
熊野川舟運と海上輸送の中継地点、流通拠
点であり、新宮城下町の経済活動のみなら
ず、山間部の人々の生活も支えていた。
〔主な参考文献〕
上野元 1987『熊野速玉大社の縄文遺跡と遺物』速玉文庫第７巻 熊野速玉大社
新宮市 1983『新宮市史』史料編上巻
新宮市教育委員会 2001『新宮城跡の歴史と発掘調査』

写真４　新宮城跡水ノ手郭炭納屋跡

写真５　熊野川河口の風景（近代、中瀬古友夫氏提供）
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新宮城下町遺跡の発掘調査成果
｠

川崎雅史　（公財）和歌山県文化財センター
｠
１．はじめに
新宮市は、国指定史跡新宮城跡の西側において文化複合施設の建設計画を推し進めている。
建設予定地は、旧丹鶴小学校・幼稚園の敷地内で、新宮城跡の範囲からは少し外れるものの、
近世に描かれた絵図から武家屋敷であったことが分かっていた箇所であるため、平成 27 年
に開発に先立って試掘調査が実施された。その結果、中・近世の遺構の存在が確認され、周
知の埋蔵文化財包蔵地「新宮城下町遺跡」して新規認定された。ただ、本来の新宮城下町は、
江戸時代の絵図などから窺うと武家屋敷やその外を囲む町屋などを含め広範囲に及ぶが、新
宮城跡に接する旧丹鶴小学校・幼稚園付近のみが新宮城下町遺跡となっている。
新宮城下町遺跡は、新宮城跡が位置する丹鶴山西麓から千穂が峯北麓の熊野速玉大社付近
にかけて熊野川によって形成された自然堤防上の標高約９ｍ付近に位置する。周辺は熊野川
河口部にあっては、比較的安定した微高地となっている。
新宮城下町遺跡の発掘調査は、小規模な確認調査も含め継続的に行われているが、ここに
紹介するのは、平成 28 年に実施した第１次発掘調査・確認調査（１）、平成 29 年に実施し
た確認調査（２）の成果である。また、今回のシンポジウムの内容は中世を対象とするもの
であるが、新宮城下町遺跡の性格を示すために、各時代の遺構の概略も説明する。

第１図　調査地位置図
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２．調査の成果
調査区付近の旧地形は、旧丹鶴小学校校

庭付近が最も高く、北側は熊野川に向かっ
て下っている。第１次発掘調査と確認調査
（２）の①～⑧区は校庭付近に設定した調
査区で、後世の削平・攪乱はあるものの、
ほぼ全域に３つの遺構面が確認できる。第
１遺構面は江戸時代、第２遺構面は古墳時
代と平安時代末頃から室町時代、第３遺構
面は縄文時代中期となる。一方、旧丹鶴幼
稚園付近に設定した確認調査（１）の調査
区から北側では、現地盤より４ｍ以下でも地山面まで到達しない状況である。繰り返し整地・
造成が行われていることもあって、江戸時代の第１遺構面以下に室町時代の遺構面が３面以
上存在するが、狭い範囲での調査で、それ以下の状況は明らかになっていない。
（１）江戸時代の遺構
江戸時代の遺構面は基本的に１面のみで、江戸時代を通して城下町形成時とほぼ同じ面を

踏襲しており、和歌山城下町などのように嵩上げを伴う目立った整地は行われていない。検
出した主要な遺構は道路遺構と武家の屋敷地である。屋敷地は、城下町のなかでも新宮城大
手門近くを占地することからも上級家臣のものと判断できる。
道路遺構は２本確認している。これらは、熊野速玉大社から阿須賀王子社を繋ぐ城下町の

基本軸となる東西方向の道路から折れて熊野川方向に伸びる南北方向の道路である。東側が
「河原町通」、西側が「竹矢町通」と呼ばれていたことが江戸時代に描かれた絵図などから窺
うことができる。調査区付近では道路面は掘割状に屋敷地より約 0.6m 低く構築されている。
路面は川方向に緩やかに下っており、城下町の排水も兼ねていると言える。構築当初は、河
原町通が幅 5.2 ｍで、西側に幅・深さ約 0.3m の石組みの側溝を設けている。その後、徐々に
道路の嵩上げを行って幕末以降には道路の東側にも石組みの側溝を設けている。竹矢町通は
幅 3.0 ｍで、構築当初には側溝はなく、その後徐々に嵩上げを行い東側に石組みの側溝を設
けている。構築当初の道路面は、どちらも細かい円礫を敷き固めていた。
屋敷地は、川寄りとなる北側の敷地が一段（段差 1.0 ～ 1.3m）低く造成されている。各屋

第２図　調査区配置図

写真２　江戸時代の遺構・河原町通（北から）写真１　新宮城跡と新宮城下町遺跡
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写真４　武家屋敷の石垣（北西から）

写真６　城下町（武家屋敷）の内外を区画する石垣（西から）

第３図　幕末の絵図に書き入れた調査区（新宮市立図書館蔵の絵図に加筆）

写真３　竹矢町通（北から）

写真５　武家屋敷の石垣と土塀基礎（北西から）
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写真８　石組土坑・埋甕（東から）写真７　基壇状遺構（北から）

敷地は熊野川流域で産する花崗斑岩で築かれた石垣で区画される。石垣の積み方は各所で異
なり、江戸時代初期（浅野期）の特徴をもつ箇所や、新しい様相をもつ箇所がある。ただ、
他に屋敷地区画を示す石垣などが確認されないことからも、石垣の位置は城下町形成時のま
まで、改修を行いつつも幕末まで石垣は原位置に遺存していたと判断できる。
既往の調査区を幕末の絵図に書き入れたのが第３図である。この絵図は、かなり忠実に描

かれているが、絵図の内容から判断すれば河原町通と竹矢町通を確認し、主に小田部家、由
比家、営繕御役所の敷地を調査したことになる。屋敷地の規模では、小田部家が東西 44 ｍ、
南北 35 ｍあり、営繕御役所は南北約 37 ｍであることが明らかになっており、河原町通に面
する屋敷地は、おおよそ 1,000㎡を越す面積を有していると想定できる。
屋敷地内の遺構としては、屋敷地入口の石段のほか石組土坑・埋甕・埋桶・集石遺構・礎石列、

塵芥処理穴などがある。このうち礎石列は、屋敷境で検出していることからも土塀に伴うも
のであると考えられる。ただ、主屋などの礎石は残っておらず、屋敷地内の建物配置は明ら
かになっていない。また、特徴的な遺構としては、炭・焼土を伴う土坑付近から割れた鏡を
含め銅製品が集中して出土しており、屋敷内で銅製品を鋳直して別の製品を鋳造していた可
能性がある。このほか、城下町の北側を区画する石垣の外側では、方形に石組みした基壇状
遺構（約 3.0m 四方）が検出されている。湊に関連する常夜燈あるいは燈籠台の可能性がある。
（２）中世の遺構
中世の遺構としては、掘立柱建物４棟以上、地下式倉庫 11 基、大形土坑 30 基以上、溝状

遺構、石段・道路遺構、鍛冶遺構などを検出している。多くの遺構が重複して存在し、平安
時代末頃から室町時代にかけて連綿と土地利用されていたことが窺える。
掘立柱建物は、第１次発掘調査の調査区東側中央から南にかけて集中している。この箇所

は柱穴の密集度が高く、中世の建物が、ほぼ同じ位置で建て替えられていることが窺える。
確認している掘立柱建物は基本的に棟方向が南北で、柱間が 2.1 ｍで桁行６間×梁行４間の
規模で、平面積が約 100㎡と当時としては大きな建物と言える。柱穴の直径は 30 ～ 50㎝で、
多くは底に据石を置く。据石は 20 ～ 30㎝の大きさで、石材は古い建物が花崗斑岩、新しい
建物が砂岩を使用する傾向がある。
地下式倉庫は、小学校敷地に設けた調査区の各所で確認している。形態から大きくＡ～Ｃ

の３つのタイプに分類できる。Ａは壁が石積みで、長方形の主体部分に一段浅い突出部を持
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第４図　中世の主要遺構配置図

つタイプで、３基検出している。掘下げを行っている２基については、底に黄色粘土を貼っ
ており、そのうち１基は壁の石積みの目地に黄色粘土を詰め、もう１基は積み上げた石積み
全体を黄色粘土で覆っていた。規模は石室部の長さ・幅が 2.0 ～ 2.5 ｍ前後で深さ 1.7 ｍ、突
出部の長さ・幅が 1.0 ～ 1.5 ｍを測る。Ｂは方形の竪穴の底に土台を置くための石を敷き並
べるタイプで、２基検出している。竪穴の規模は 4.0 ～ 4.5 ｍで、深さ約 1.2 ｍを測る。ほぼ
全容が明らかになっている１基については、3.3 ｍ四方に河原石を並べ、その内側を区切る
ように、東西方向の石列が３列規則正しく配されている。Ｃは方形の竪穴の底に柱穴を持つ
タイプで、完全に掘り下げたものは少ないが柱穴の配置も多様であることが窺える。竪穴の
規模は 2.0 ～ 5.0 ｍと大小様々で、底に黄色粘土を貼る竪穴も存在する。
全国的な事例から、Ａは 15・16 世紀、Ｂは 13・14 世紀に多いタイプとされているが、な
かでもＢは、神奈川県鎌倉市の若宮大路周辺遺跡群で多く確認され、土台や柱などが残存し
た状況で出土しており具体的な構造が明らかになっている。鎌倉市以外の地で発見されるこ
とが少ない遺構と言える。　
大形土坑は、基本的に直径 1.0 ～ 2.0 ｍ、深さ 1.5 ～ 2.5 ｍの規模を持つ土坑を呼称してい
るが、それに準じる規模の土坑もいくつか存在する。第１次発掘調査の西側で検出した大形
土坑は、ほぼ南北に列をなしており、断面観察で柱の痕跡を残すものや、底付近に根固め石
とも考えられる 10 ～ 30㎝の礫を詰めたものがあるなど、大規模な柵列など大型の構造物が
建っていた可能性もある。また、土坑の底からは鏡や銅鋺が出土するものなどがあり、その
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特殊性が窺え、墓穴などであった可能性も考えておきたい。出土遺物から 13・14 世紀代の
遺構と考えられる。
石段と道路遺構は、確認調査（１）・（２）で検出している。石段は旧丹鶴幼稚園の敷地付

近より始まり、最下段からは道路遺構となって川方向に下っている。幅は約 1.5 ｍあり、南
端の石段の天端からは比高差 2.4 ｍで、長さ 16 ｍ以上続くことが明らかになっている。道路
遺構の東側は一段高く石垣が積まれている。石垣の石材は基本的に花崗斑岩の自然石で、野
面積みされている。石垣は更に下部まで続いており、確認調査（１）の結果からも、検出し
た道路遺構の下部に古い道路面が存在することが明らかになっている。ただ、道路遺構上面
の保護を図るため、下部への全面的な掘り下げは行っておらず全容は明らかでない。道路遺

写真 10　地下式倉庫・Ａタイプ（東から）

写真 12　地下式倉庫・Ｃタイプ（東から）

写真 14　大形土坑断面（北から）

写真９　掘立柱建物群（南から）

写真 11　地下式倉庫・Ｂタイプ（北から）

写真 13　大形土坑群（北から）
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写真 16　道路遺構・石段（北から）写真 15　鍛冶炉（南から）

構の両側には東西方向に伸びる石垣を検出しており、階段状に敷地が造成されていたと考え
られる。出土遺物から石段・道路遺構は 15 世紀代のものと考えられ、16 世紀代になって上
部が整地され、機能を失っている。
鍛冶炉は確認調査（１）で検出している。楕円形もしくは不整円形を呈する土坑の底面が
被熱により赤く変色するもので、付近から鉄滓が多く出土することから鍛冶炉と判断した。
出土遺物などから 15 世紀代の遺構であると判断できる。この時期は、石段・道路遺構が機
能していた時期であり、また、道路遺構付近からは、鋳造に使ったと考えられる坩堝も出土
していることからも、道路遺構の両側に造成された敷地では鋳造や鍛冶を行う工房跡が存在
していた可能性が高い。
（３）古墳時代の遺構
中世の遺構と同一面の第２遺構面で検出している。検出した遺構には古墳時代前期～後期
の土坑のほか、前期頃の竪穴建物と考えられる落ち込みを検出している。
（４）縄文時代の遺構
検出した遺構には土坑があり、縄文土器（中期末頃）や石器などが出土している。　

（５）出土遺物
遺物は収納コンテナに約 180 箱分出土している。近世の遺物としては、陶磁器類・瓦類・
金属製品（刀装具・鏡・銭貨）が、中世の遺物としては、土師器・瓦器・瓦質土器・山茶碗・
東播系須恵器・国産陶器（常滑焼・瀬戸焼・渥美焼・備前焼）・輸入陶磁器（白磁・青磁・
青白磁・施釉陶器）・銭貨・石製品（滑石製鍋・砥石・茶臼・五輪塔・宝篋印塔）・金属製品
（鏡・銅鋺・銭貨）のほか鋳造に使った取鍋・溶解炉・鞴の羽口・鍛冶滓などがある。また、
古墳時代の遺物には須恵器・土師器が、縄文時代の遺物には縄文土器・石器（石錘・剥片石
器）などがある。

３．まとめ
（１）江戸時代
第１遺構面で検出した城下町の道路や石垣からは屋敷地の規模が復元でき、江戸時代初期
からの新宮城下町の街路状況や構造を窺うことができる。熊野川沿いで調達できる花崗斑岩
をふんだんに使用して城と変わらない様な重厚な石垣を築いているのが大きな特徴で、近世
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城下町の都市構造を現在に遺存する重要な遺構であると評価できる。
（２）中世
検出した中世の遺構には、土坑、半地下式倉庫、柱穴、道路遺構、石垣等があり、出土遺

物からこれは平安時代末頃から室町時代にかけて連綿と営まれていると考えられる。南側の
微高地を占めて掘立柱建物、地下式倉庫、大型土坑列があり、北側の斜面地には石垣で区画
された敷地が階段状に造成されて、その間に熊野川に下る道路遺構が造られている。階段状
の敷地では広い範囲に焼土面があり、鍛冶炉などの遺構が検出され、鍛冶滓や坩堝などの遺
物が出土する。
遺跡の立地や検出された遺構内容から窺える遺跡の性格は、地下式倉庫が物資を貯える蔵、

大型の掘立柱建物が蔵の管理施設で、川近くには鍛冶や鋳造を行う工房跡を配置した中世の
川湊である。鎌倉時代の文献史料に「新宮津」が登場しており、諸条件からも遺跡付近に新
宮津を充てることができる。この川湊は山間部の物資を集積する機能以外にも紀伊半島南端
近くの海上交通の要衝に立地することからも東西日本を結ぶ中継地・物流拠点としての要素
が大きく、中世の港湾都市の構造を窺うとともに海上交通を考えるうえでも重要な発見と言
うことができる。
中世の湊の発掘調査検出例としては、青森県十三湊遺跡や島根県中須東原遺跡などがある。

また、川湊の調査例としては福井県一乗谷朝倉氏遺跡があり、石敷きの荷揚げ場など湊の施
設が検出されている。十三湊遺跡や中須東原遺跡の場合、湊が一区画のみでなく、複数の区
画で営まれていることが明らかになっている。新宮城下町遺跡でも、湊の蔵と考えられる地
下式倉庫が、広い範囲で検出されており、調査区付近から上流の川沿いに湊の施設が並んで
いた可能性が高い。荷揚げ場が連なる景観は、近世から近・現代まで熊野川の河原にあった
河原町に近いものであったと考えられる。また、発掘調査を行った丹鶴山の西麓地区は、出
土遺物に青磁・白磁などの高級品の出土があることもからも有力層が営む荷揚げ場のエリア
と想定される。この地区を管理した有力層については青白磁合子や鏡あるいは五輪塔・宝篋
印塔などの遺物により宗教色が読み取れることから、熊野速玉大社の運営に関わる熊野別当
家や丹鶴山周辺にあったとされる東仙寺や香林寺（宗応寺）などの寺院を想定することがで
きる。また、室町時代に至っては、堀内氏の存在も無視できないであろう。
（３）古墳時代
古墳時代としては土坑の他に竪穴建物と考えられる遺構を検出している。同じ頃の集落遺

跡としては阿須賀神社遺跡がある。どちらも熊野川に沿う自然堤防上に立地し、後背地とな
る現在の市街地に水田が展開していたと予想できる。
（４）縄文時代
縄文時代の土坑などから出土した土器は、中期末頃の北白川Ｃ式に併行するものである。

縄文土器は新宮市では速玉大社御旅所遺跡や速玉大社境内遺跡で出土しているが、遺構は検
出されておらず、市域で初めて確認した縄文時代の遺構と言える。調査した範囲は狭小であっ
たが、縄文時代の生活面は、かなり広範囲に展開していることが予想でき、今後、住居跡等
の発見も期待できる。
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中世熊野川河口の物流環境

山本殖生　熊野三山協議会

１．はじめに
熊野川河口右岸で発掘された新宮城下町遺跡。その立地などから中世の川湊の存在が指摘

されている。
温暖多雨の熊野は、豊富な船材に恵まれ、古くから造船が盛んであった。平安時代後期か

らの熊野三山参詣でも、熊野川の川舟が利用されている。熊野信仰の隆盛とともに、熊野三
山の荘園が全国に展開されたが、その荘園米を熊野に運ぶ武装船団の発達も知られる。熊野
水軍・熊野海賊の成立である。新宮津には、熊野速玉社のみならず、中流域の本宮社の米や
物資も陸上げされ運ばれたようである。
一方、新宮の対岸鵜殿荘には新宮別当家の一族鵜殿氏がいた。鵜殿氏は新宮や那智の御師

として熊野詣の接待をするとともに、新宮の問丸として木材の海上運送にもかかわってい
た。その鵜殿城跡は、熊野川や海上交通の見張りの城として機能した可能性が高い。
鎌倉時代、北伊勢の豪族という藤原実重は、各地の社寺に多数の寄進をしているが、熊野

詣を三十度行い、度重なる物品（米・牛）などを奉納している。海上交通の利用が想定できる。
戦国時代から近世にかけては、築城や造船などの用材としても熊野材が広く利用された。

慶長 14 年の松島瑞巌寺の用材も熊野山のもので、筏で運ばれたという。
以下、新宮湊が中世以来、米や木材などの物流拠点として賑わった様相を、断片的な文献

史料を中心に点描し、その歴史的環境を復元するための一助にしたいと思う。

写真１　熊野川河口部の航空写真（提供：新宮市）
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２．熊野の造船環境
温暖多雨の熊野は、樹木が鬱蒼と茂り船材は豊富である。リアス式海岸と黒潮の荒波を乗
り越えて、早くから海民の活動が盛んであった。串本笠嶋遺跡の弥生時代のクスノキ製の船
底材がその証左である。牟婁郡からの贄の進上（『日本書紀』「平城宮跡出土木簡」）も、海
人の支えに他ならない。
造船説話も生成された。スギやクスを浮宝としたスサノオの神話（『日本書紀』）や、『日
本書紀』『万葉集』が記す「諸手船」「真熊野の舟」がそれである。８世紀中頃、「熊野の河
上の山に至り、樹を伐りて船を作」っていた村人の説話もある（『日本霊異記』）。熊野川の
上流で大型の船が山中で造られていたという。

３．熊野詣の「川の交差点」
熊野詣の人の流れについて確認しておきたい。平安時代の後期から、熊野三山を巡拝する
ことが多くなる。そして本宮から新宮へは川舟に乗り下った。那智参詣後も再び新宮に戻り、
熊野川を本宮に遡上するのが中世までの一般的なルートであった。
その時、新宮での発着場は、速玉社の北方の新宮川原である。鎌倉時代後期の『一遍聖絵』
はその様相をよく活写する。しかし、大水時は、川原に横付けしにくかったようで、権現山
（千穂ヶ峯）西麓の岩崎が発着場になった。権現山の岩陰が舟着きに適していたようである。
三重県側とを結ぶ乙基ノ渡しのあった場所である。
伊勢路を歩いてきた人たちは、中世までは加持鼻王子を至て鵜殿から阿須賀（池田）ノ渡
しを経て新宮に着いた。しかし、堀内氏善が巡礼番所を鳴川（成川）へ移すことを了承した
文書があり（「堀内氏善書状写」）、鵜殿氏の衰退とともに、堀内氏が新宮城下町形成のため
にルート変更を企てたようである。
熊野詣の人々の流れを概観したが、主題の物の流れはどこを拠点としたのであろうか。

４．熊野山領からの海上輸送
熊野三山の隆盛とともに、熊野の荘園、いわゆる熊野山領が全国に広がった。堀純一郎氏

の調査によると、平安後期から鎌倉期を中心に 117 カ所が上げられている。太平洋海上交通
との関係が指摘されており、当然、荘園米などを運ぶ武装船団も発達した。熊野水軍の存立
基盤である。またそれを襲う熊野海賊も横行したことも知られる。
その象徴的な説話が『古今著聞集』巻十二「正上座行快海賊を射くること」に載る。三河

国から熊野の米を運送中、伊良湖沿岸で海賊に遭遇するが、弓の名手で後の熊野別当 22 代
行快の働きで賊が退散するという内容である。海賊が熊野の年貢米と知りながら略奪を試み
ており、行快も伊良湖近海に出没する海賊が熊野出身であると認識して当初は手加減してい
る。海賊も最初から熊野山の行快と名乗ってくれたらこんな失敗はしないのにと捨て台詞を
吐いているのがおもしろい。武装船団と海賊の微妙な力関係やかけひきが読める。この年貢
米は熊野山領三河国竹谷・蒲形両荘のものと思われ、その立荘から、久安元年（1145）から
寿永３年（1184）以前に特定できるという。
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５．新宮湊（津）の利用
では、この年貢米はどこに着いたのであろうか。文学作品ではあるが、『平家物語』巻第四「源

氏揃」では、本宮の熊野別当湛増が源氏方の那智新宮の物共を攻めようと、一千人で「新宮
の湊」へ発向したが反撃にあい逃げ上ったという。新宮湊が軍事・政治上も重要だったこと
が知られる。
確かな史料で新宮津が見えるのが、永仁３年（1295）８月の「熊野山日供米配分注文」で

ある。本史料は、『紀伊続風土記』の本宮二階堂家文書に収められ、『鎌倉遺文』にも採録さ
れているが、熊野本宮大社蔵の「古文書類記」に原本の写が伝わっているので、それを掲げ
ておきたい。

写真２　熊野山日供米配分注文（熊野本宮大社蔵）
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これによると、「但自上総国畔蒜庄于新宮津運賃雑用定」とあり、新宮
津の文字が確認できる。畔蒜荘から新宮津への年貢輸送に際し、運賃や
水手の労賃などの雑用に充てるため、熊野山日御供米の四百九石五斗を、
三河国碧海荘内の 18 郷に配分するとの内容であろう。当時、畔蒜荘の領
家職は本宮にあった。『吾妻鏡』文治２年（1186）６月 11 日条には、「熊
野別当（湛増）知行上総国畔蒜庄也」とあり、それが確認できる。同史
料が本宮社家二階堂・堤家にも伝わっていたことなどから、当荘の年貢
米が本宮の支配するところであったことは確実である。
熊野三山の文書の管理システムは不明であるが、那智川河口の川関遺跡

が那智山の物資の搬出入の拠点とされているのと同じく、新宮津は、新
宮のみならず本宮の物資の流通拠点として機能したと見るのが常識的で
あろう。

６．新宮問丸鵜殿荘司
新宮の対岸河口部に位置する鵜殿荘は、新宮別当家一族が支配する重要

な地であった。新宮別当家出身の 23 代別当範命の孫に権別当となった長政がおり、はじめ
て鵜殿氏を称している。長政の子・長真の兄に長存がいて、彼は京の貴族・吉田経俊の熊野
詣の御師を勤めた。建長６年（1254）鵜殿法橋（長存）は、経俊の七度目の熊野詣に際し、
本宮から下ってきた一行を新宮の「船津」で出迎えている（『経俊卿記』）。
また、一族の者と思われる鵜殿覚賢という人物もいた。彼は少なくとも永仁６年（1298）

から６年間は、那智山の長官である那智執行の地位にあったことがわかる（『熊野那智大社
文書』三）。
鵜殿氏は、熊野川河口部をおさえ、熊野詣ルート（阿須賀ノ渡し）や流域の木材資源など
を支配して勢力を伸長させていったのであろう。南北朝時代に活躍する鵜殿荘司家やその水
軍力が注目される所以である。
鵜殿氏の経済基盤を考えるうえで興味深いのが、次の「法勝寺公文所注進状」（田中家文書）
である。
貞和２年（1346）、京都法勝寺から出された注進状に、「新宮問丸鵜殿庄司」の文言が見える。
そのころ法勝寺は、塔造営の柱の材木を探していた。莫大な費用を熊野の杣人藤宇七郎に渡
して、大柱三本を摂津渡辺津に運ぶことになり、新宮で法勝寺と東福寺の問丸（倉庫・運送
業）を兼ねていた鵜殿荘司の証明書を発行してもらい、渡辺津を経て京都の淀津に運んだと
いうもので、その時のトラブルの様子も記されている。
鵜殿荘司は、熊野山中の杣人たちとかかわり、新宮に問丸を展開し、河口部を押える「湊
の長者」「水軍領主」として、鵜殿城（海と川の見張りの城）を築くなど、勢力を誇ったの
である。

写真３
写真２の一部拡大
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写真４　法勝寺公文所注進状（三重県・『田中家文書』）
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７．藤原実重の寄進
三重県四日市市の善教寺の阿弥陀如来立像には、鎌倉時代の北伊勢の豪族と思われる藤原
実重の胎内納入文書が多数伝来し有名である。そのうち「作善日記」には、彼が伊勢や熊野
などに奉納した多数の経典や膨大で様々な物品が記されている。
たとえば、承久３年（1221）６月に「くまのへうし（牛）一つまいらす」、嘉禄３年（1227）
12 月８日「くまのゝしんく（新宮）のみかくら（御神楽）に米五斗まいらす」、天福２年（1234）
「くまのゝしんく（新宮）のたう（堂）のほうか（奉加）に米六斗、十二月十五日まいらす」、
延応元年（1239）「くまのゝみつのおんやま（御山）にてそうく（僧供）、三十石にて一山ニ
十石つゝ」などとあり、量的にみて海上運送が想定され、新宮津で陸上げされた可能性が考
えられる。
実重は、仁治２年（1241）には「くまの三そこんけん（所権現）へ三十と（度）まいりの事」
と記しており、やはり船での熊野参詣だったと思われる。

８．熊野材の利用
武蔵国金沢称名寺の修造で、14 世紀初頭、「熊野檜皮」の調達に関する文書が教点確認で
きるという（「金沢貞顕書状」）。中世、熊野の林産物が遠くまで運ばれたことが確認できる。
熊野材は、古代以来、熊野三山の造営や水軍船の建造など、その需要は少なくなかったと
思われる。とりわけ、全国統治が進められた近世初頭、熊野材の質と量が為政者に着目され
たことは確かである。以下、管見の事跡を簡潔に列記し結びにかえたい。
①天正 11 年（1583）、大坂築城材（『尾川文書』）②同 14 年、京都方広寺大仏殿用材（『宗国史』）
③同 16 年、木材奉行の平介大坂へ２万本売る（『多聞院日記』）④同 18 年、朝鮮出兵の船
100 艘の建造（『岡家文書』）⑤文禄３年（1594）、伏見城用材の搬出（同）⑥慶長９年（1604）、
江戸城普請のための石船 385 艘の造船（『徳川実紀』『済美録』）⑦同 10 年、浅野幸長、紀州
室郡よりの出材奉行を任命（『済美録』）⑧同 13 年、駿府城本丸経営のため熊野の山々より
良材を伐出（『徳川実紀』）⑨同 14 年、松島瑞巌寺を熊野山より材を取って造営（「同棟札」「松
島方丈記」）。

写真５　「松島方丈記」（提供：松本純一氏）
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９．まとめと課題
熊野の造船環境と熊野信仰の隆盛を背景に、熊野川河口では、船による交通と流通が盛ん

であった。特に全国の熊野山領からの年貢米の搬入と、熊野川流域の豊かな木材資源がその
中心になったことは確かである。
中世の新宮津に関する物流の確かな史料は、永仁３年（1295）の「熊野山日供米配分注文」

のみである。しかし、本宮への年貢米が陸上げされたと思われ、新宮津が新宮社のみならず
本宮の外港として機能したであろうことが理解できた。
鵜殿氏が問丸として熊野川流域の木材資源の流通にかかわり、それを経済基盤として勢力

を培った様相も垣間見えた。ただ、鵜殿氏の拠点が、阿須賀ノ渡しの発着場にもなった中世
港湾とされる池田港だった可能性もあり、注意を要する。
船を利用した熊野詣や物品の寄進が多くあったと思われるが、史料が少ない。その中で藤

原実重の「作善日記」は、船とは断定できないが、貴重な記録といえる。
近世初頭にかけての熊野材の夥しい搬出・利用は、中世以来、熊野が東西太平洋交通の要

の地として機能した立位置を解明にするうえで貴重な事跡であろう。
今後の中世港湾新宮津の追究は、考古学的成果を基軸に、熊野の宗教史や政治・軍事・経

済史など、広範な史料の博捜が求められている。
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